
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 自己
評価

外部アン
ケート等

総合

本校Ｗｅｂページで「学校の様子がよく分かる」と保
護者の９０％が答えている。

○「学校ブログ」や「進路支援」等の内容を充実さ
せ、保護者に日頃の教育活動や進路指導情報な
どを分かりやすく情報発信するとともに、閲覧する保
護者が増加するよう、周知の方法を工夫･改善を図
る。

Ａ Ａ Ａ

・９０．３％の保護者から肯定的な回答を得た。学校
行事の活動を学校ブログで発信することで、学校
生活の様子もよくわかり、楽しいという意見があっ
た。中学校の先生からも好評であった。

・webページのみならず、学校ブログを発信するな
ど、学校の教育活動を保護者、地域、関係機関に
具体的に伝えようとする学校の努力がうかがえる。・
毎月複数件の投稿があり生徒の様子をわかりやす
く紹介してくれ、とても良い。・学校ブログは行事や
授業の様子がわかるので、進路を決める際に役
立っている。・保護者、関係機関からは充分に理解
が得られており評価に値する。今後は地域への伝
達をより充実し地域からも理解されることで、更なる
豊かな生活の実現が可能になる。・学校が日頃か
ら保護者に向けて発信されていることから、いずれ
のA評価となっているのが頷ける。・保護者と学校
だけにとどまらず、地域への発信を視野に入れ、広
報や回覧板等を利用することにより、さらに認知度
が上がると感じる。

・学校全体だけでなく、学年の様子がわかる情報
発信やホームページを閲覧する習慣のない方に対
する働きかけも必要である。

管内の中学校・特別支援学校中学部の生徒、保
護者、教職員に対して５０回以上の説明の機会を
設ける。

○積極的に学校訪問を実施し、見学会への参加
や本校の特色ある教育活動に興味、関心をもって
もらえるように､各校への啓発活動に努める。

Ａ Ａ Ａ

・学校見学会２回、中学校への訪問を４５校、個別
対応の見学会１７回等を実施することができ、本校
の広報としての役割と効果は大きかった。

・昨年度に比べ、学校訪問をした中学校数が増加
している。見学会への参加者数も増加しており、本
校の教育活動に対する興味や関心を高めることが
できている。・積極的な活動が素晴らしい。・中学
校訪問の際に保護者等との懇談の機会があるとよ
い。・中学校への訪問、見学会参加者数を拝見し
たところ150%以上の伸びを示しているが、これは具
体的な説明が確実に行われている成果と考える。・
年2回、学校見学会を実施したり、地域の中学校に
出向いたり、適宜個別の対応をされており、認知度
があがるよう尽力されている。

・組織対応で年度の早い段階で学区を網羅して訪
問する。また、見学会では中３生の作業体験の機
会提供等の内容の工夫も今後は必要である。

２　保護者、地域、関係機
関との共通理解が深まり、
有効な支援が行われてい
ますか。

「個別の教育支援計画が有効に利用されている」と
保護者・教員の９５％が答えている。

学習指導

○保護者と教員が個々の生徒の課題やニーズを
共有して「個別の教育支援計画」を作成し、教育
支援連絡会や三者面談において共通理解を図り、
効果的な支援が実践できるよう努める。

Ｂ Ｂ Ｂ

・保護者からの肯定的評価は９３．１％だった。否定
的なご意見はないので、内容よりも活用に課題があ
ると思われる。

・教育効果を高めるためには、保護者と教員が目
標と具体的な支援方法、役割分担を共通理解す
ることが重要であり、引き続き取組の強化を図るこ
とができるとよい。・個別の支援計画を参考にし訪
デイや家庭での支援に繋げられている。・保護者か
らの肯定的評価93.1%は充分に評価に値する成果
と考える。これは教員の皆様と保護者の皆様との間
のコミュニケーションが充分に成され理解がされて
いる成果である。・保護者様は肯定的に受け止め
ているとの学校側の評価であるが、B評価というの
は共通理解が図れているか疑問である。

・簡潔で分かりやすい文章表現と丁寧な説明に心
がけ、保護者と共通理解を図ることに努めるととも
に、内容を確認できる機会を設定する。

支援を行った地域の高等学校等から、９０％以上の
満足度を得ている。

〇支援要請を受け、速やかに日程調整を行い最
適な支援スタイルで対応する。
〇共有した情報や支援方法等をまとめたより具体
的な「相談記録」を作成し、迅速且つ適切な指導
ができるように対象校へ提供する。

Ａ Ａ Ａ

・昨年度より多い支援要請があった。全ての要請に
対応し、学校の希望に合わせて日程調整や資料
作成を行った。実施校から９０％以上の満足度を得
ることができた。

・実施校から高い満足度を得られていることから、
十分に期待される役割を果たすことができてい
る。・センター的な役割を果たしていることについ
て、あまり知られていないと思うため、もっとアピール
した方が良い。・初めて取組を知った。・要請の全
てに対応し、しかも実施校から90%以上の満足度を
得たということは、当に地域の特別支援センター的
な役割を果たしていると言え、大いに評価されるべ
きことと考える。・支援要請が多い時期でも相談記
録を速やかに作成、提出できるようにする必要があ
る。・相談記録の活用状況や内容の適切性につい
て確認する必要性を感じている。

・支援要請が多い時期でも相談記録を速やかに作
成、提出できるようにする必要がある。
・相談記録の活用状況や内容の適切性について
確認する必要性を感じている。

情報提供の機会を設定し、参加者の９０％以上か
ら満足を得ている。

○高等学校等のニーズを把握した情報収集に努
め、「サポート通信」「個別相談会」「特別支援教育
推進研修会」「学校見学会」において効果的に情
報提供を行う。

Ａ Ｂ Ｂ

・「サポート通信」の発行を行うことができた。校内で
通信を回覧して支援を必要としている生徒への気
付きを促している、という報告があった。
・相談会や研修会の開催は行えなかった。

・サポート通信の発行ができている点がよかった。・
センター的な役割を果たしていることについて、あ
まり知られていないと思うため、もっとアピールした方
が良い。・「サポート通信」は母集団形成のための
情報提供ツールの一つですので、サポート通信の
みの成果は見えづらいと思慮する。何よりも実施校
の90%から評価されているので、支援センター的な
役割は充分に果たされている。・研修会等の開催
については、高校のニーズを把握すること、それに
適した情報提供機関（者）を探すことが課題であ
る。

・研修会等の開催については、高等学校のニーズ
を把握すること、それに適した情報提供機関（者）
を探すことが課題である。

「『個別の指導計画』に基づいた、きめ細かな指
導・支援が行われている」と保護者の９５％以上が
答えている。

学習指導

○個々の生徒の実態に応じた「個別の指導計画」
に基づき、指導の工夫や改善を検討するとともに、
学年や教科で共通理解を図り、よりきめ細かい指
導を実践する。

Ｂ Ｂ Ｂ

・９４．４％の保護者から肯定的な回答を得た。職員
から、「きめ細かく個に応じた計画にはなっていない
のではないか」という意見がある。

・多くの保護者から、本学の指導に対して信頼され
ていることがわかる。今後も、進路選択についての
ミスマッチを防ぐため、一人一人の特性に合わせた
支援の充実を図れるとよい。・個々の内容はわから
ないが、全体への取組と個別対応のバランスを
とって、効率的に取り組んで、教員の負担軽減もお
願いしたい。・きめ細かい指導が行われていると実
感している。・各個人の個性に応じたきめ細かな指
導・支援は教員の皆様の負荷を考えますとかなり
難しいのではないかと思慮する。保護者には高い
評価を頂いているので、現状路線の継続で良いの
ではと考える。・特別支援学校の核となるべき「個
に応じた学習の充実を図っていかなければならな
い」の箇所での評価がB評価というのは、再度、生
徒一人一人に適した授業づくりに時間をかけて欲し
い。

・個別の指導計画のもとになる年間指導計画と単
元ごとの評価規準について研修を行い、授業のね
らいを明らかにするとともに、教科部会で指導内容
や指導方法を検討する。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

羅 針 盤

Ⅰ　生徒の地域
における豊かな
生活の実現に向
けて努めていま
すか。

点検・評価

群 馬 県 立 高 崎 高 等 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ５ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

Ⅲ  生徒一人一
人の実態に応じ
た適切な指導を
していますか。

１  保護者、地域、関係機
関に学校の教育活動につ
いて、具体的に伝えていま
すか。

教務

３　障害のある生徒の教育
について、助言援助に努め
ていますか。

コーディ
ネーター

４　個に応じたきめ細かな
指導を行っていますか。



いじめの防止に向けた本校の取り組みについて保
護者の９５％以上が満足している。

生徒指導

〇いじめの未然防止、早期発見、事案への迅速な
対応に努め、生徒や保護者が安心できる学校づく
りに取り組むとともに、本校のいじめ防止基本方針
の周知をなお一層充実させ、共通理解を図る。

Ｂ Ｂ Ｂ

・ＳＮＳに頼らないコミュニケーション力向上を図り
未然防止につなげ、学期に1度のアンケート等で早
期発見に努めているが、学校評価アンケート結果
から保護者の理解は目標に達していない。

・各学期にソーシャルスキルトレーニングを計画し
取り組んでいることはいじめの未然防止に効果的で
あると考える。・いじめ防止に向けた活動を今までど
おり推進してほしい。・常に迅速に対応していると感
じている。・「いじめ」被害は生徒や保護者の主観に
より、保護者の不安や心配から創られるものもあると
考える。生徒だけではなく保護者に対してもアン
ケートを実施することで、不安解消、いじめの早期
発見に繋がるのではと考える。・保護者アンケート
から、「学校の取組がわからない」や「いいえ」等と
回答した保護者が15.3％と一定数いる。不安に感
じている保護者もいることから、わかりやすい説明が
必要となり、安心安全な学校づくりを目指して欲し
い。

・職員研修において組織的で迅速な対応を目指し
て共通理解を図るとともに、保護者への周知も適宜
実施し、生徒及び保護者が安心できる学校づくりに
努める。

５　指導内容の確実な定着
を図る授業が行われていま
すか。

一人２回以上の授業を参観するとともに、研究授
業・授業研究会・研修会等を計画・実施する。

学習指導

○計画的、継続的、組織的な授業改善に取り組
み、授業参観、研究授業、授業研究会等を年間５
回以上実施する。

Ｂ Ｂ Ｂ

・９４．４％の保護者から肯定的な回答を得た。授業
改善のため研修は有意義であった。わかりやすい
授業の実践について今後も努力を要する。

・自己満足にならないように外部の意見も積極的に
取り入れると更によい。・実習先で必要なスキルが
学科を越えて学べるとよい。・どのような授業がどの
ように実生活に反映されているのかを確認するため
に、定期的な授業参観を実施することは有益と考
えるので、引き続き実施をお願いしたい。・研修の
ための研修とならないように、日頃から生徒を良く観
察し、「何ができるようになるか」に焦点をあて、授
業改善に取り組んで欲しい。

・知識や技術の確実な定着に向けて、研修内容を
精選したり、教科や学年で指導方法の工夫や改善
点を話し合い共有したり等、より実践的な学習指導
ができるよう努める。

６　健康に関する配慮や対
応を適切に行っています
か。

生徒一人一人の健康上の配慮や対応、感染症対
策について保護者の９５％以上が満足している。

○日々、生徒の健康状態をきめ細かく把握し、保
護者や医師、関係機関と連携した健康管理に努め
る。
○要治療の生徒に対し、長期休業後の治療確認と
未治療の生徒への再通知等を徹底し、治療の促
進を図る。

Ｂ Ｂ Ｂ

・日々の生徒の健康管理については、担任と連携
を取り、連絡・報告を密に取ることで対処してきた
が、感染症対策について、満足度で目標に達して
いない。
・養護教諭不在時などにおける、緊急な対処法を
検討する必要性があった。

・健康や安全は日常生活と密接に関連しているの
で、教員間の情報共有だけでなく、家庭も巻き込ん
で進めていく必要がある。・感染症対策は徹底し過
ぎれば疎外感を生むため、バランスが難しい。バラ
ンスへの配慮をお願いしたい。・健康に関すること
は家庭の協力が必要である。学校における感染症
対策には満足している。・感染症対策や健康に対
する配慮について、保護者がどのような対策を望ん
でいるのかがポイントになると思慮するので、どのよ
うな対策を求めているのかをアンケート等により情
報収集し、上位項目から対応することで配慮のある
適切な対応となる。・コロナ禍同様、うがい、手洗
い、換気等を徹底することで、生徒の意識が高まる
と思う。感染症対策について、「わからないやどちら
かといえばいいえ」と回答した保護者が8％いること
から家庭を巻き込んで取り組んでいくのが良いので
はないか。

・感染症対策については、コロナ禍だけでなく、手
指消毒や換気など、あらゆるウイルス感染症への
対策は今後とも継続していく必要がある。
・養護教諭に一任するだけでなく、生徒の健康に関
しては、教職員間で情報を共有する必要があるた
め、徹底に向けて工夫や改善を行う。

７　危機管理体制が確立さ
れ、緊急時への備えができ
ていますか。

火災や地震など、緊急時の対応や避難経路につ
いて生徒の８０％以上が理解している。

○火災や地震など、様々な災害を想定した避難訓
練を実践するとともに、学校と保護者が連携した危
機管理体制の構築を図り、安全・安心な学校づくり
に努める。

Ａ Ａ Ａ

・火災や地震に対する避難訓練において、消防署
や防災業者と連携した実践的な訓練を実施し、緊
急時の対応が概ね理解できているとの評価であ
る。

・生徒によっては理解が難しいため、わかりやすい
避難誘導が必要である。・災害発生時の対応で重
要なことは、冷静に対応することと考える。消防や
防災業者との実践的な訓練は、普段生徒が目に
することがない環境の中での訓練なので、普段から
そうした環境に慣れることは非常に有意義と考え
る。・他機関と連携して行っていることは素晴らし
い。生徒にわかりやすい説明、絵や図等を用いて
対応ができると良いと思う。マニュアルどおりにいか
ないことの周知や工夫が必要である。

・生徒及び職員の安全確保に向け、より実践的な
訓練の実施に努めていきたい。
・不審者対応訓練が未実施のため、来年度に向け
実施を検討していく。

８　キャリア教育の視点か
ら、指導内容を整理して系
統的な指導を行っています
か。

「生徒が自らの成長に向けて努力している」と保護
者・教職員の８０％が答えている。

○キャリアパスポートを活用し、生徒がなりたい自
分の姿に向けて日々成長していることを実感できる
よう指導する。
○面談等をとおして、保護者と情報を共有するとと
もに、様々な機会において具体的な指導内容や生
徒の成長を伝える。

Ａ Ａ Ａ

・生徒の努力の様子を保護者・教職員とも実感して
いるが、キャリアパスポートの内容や使い方、生徒
の努力の成果については改善の余地がある。

・系統的な指導計画が立てられ、実践することがで
きている。・系統的な指導ができているかはわから
ないが、生徒が実習により成長していることは実感
している。・キャリアパスポートは小・中・高を通して
一貫した教育が目指せるツールとして有効かと思う
が、小・中のご協力を得たり保護者にその有益性を
充分に理解してもらうことで、成長する姿が明確に
なり、将来に向けた指導に結び付くと考える。・早い
段階から将来に向けて取組を行っていることが高
評価となっているが、マンネリ化を防ぐためにもキャ
リアパスポートの内容の見直しを行い、生徒の実態
に即しているかどうかを検証する必要がある。

・キャリアパスポートの内容や活用方法について検
討していく必要がある。
・教職員のキャリアパスポートに対する意識の違い
があるので、有効活用している職員の取り組みを紹
介したり、内容検討の際に意見を求めたりしていく。

９　保護者、関係機関との
連携のもとに発達段階に応
じた進路指導を行っていま
すか。

保護者・関係機関を招いた情報提供の場を年間5
回以上開催し、保護者・関係機関の８０％以上が
満足している。

○保護者会、進路セミナー、企業採用担当者学校
見学会、福祉サービス事業所との情報交換会等を
実施し、個々の生徒や保護者のニーズに応じたき
め細かな進路指導に取り組む。

Ａ Ａ Ａ

・企業から直接保護者に説明していただく機会を設
けたり、必要な時期に必要な情報を伝えるよう心が
けたりしたことが、保護者の満足度につながったと
思われる。

・多くの生徒に企業実習等の機会を与え、ジャンプ
アップしてほしい。・進路を考えるにあたり、企業か
ら社会人として必要なスキルを知ることができ、役
立っている。・多くの保護者は卒業後の就労や社会
生活に不安を覚えることが多いと思うが、そうした中
で企業から直接保護者へ説明する機会を設けるこ
とは保護者にとって非常に有益であり、良い方策と
考える。・保護者が直接企業に話を聞く機会を設け
ているのは画期的な取組である。今後も増やして
いくと、より保護者にわかりやすい進路指導になる。

・保護者の行事参加率をあげたり、行事に参加して
いただく関係機関の地域・職種等が偏らないように
したりする工夫が必要である。

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

進路指導

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

Ⅲ  生徒一人一
人の実態に応じ
た適切な指導を
していますか。

４　個に応じたきめ細かな
指導を行っていますか。

保健保安


